
(57)【要約】

【課題】　シリンダにおける油の給排方向を押し引き行

程で別方向にし、単一の減衰力調整弁を備える油圧緩衝

器において、油圧管路の構成を簡素にすること。

【解決手段】　減衰力調整式油圧緩衝器１０において、

ロッド側室１４Ａに接続される第１通路３１と、ピスト

ン側室１４Ｂに接続される第２通路３２と、第１通路３

１と第２通路３２を合流させてリザーバ１６に連通させ

る主通路３３と、ロッド側室１４Ａから第１通路３１経

由で主通路３３へ流れる油の流れのみを許容する第１逆

止弁４１と、ピストン側室１４Ｂから第２通路３２経由

で主通路３３へ流れる油の流れのみを許容する第２逆止

弁４２と、主通路３３に設けられ、ロッド側室１４Ａか

らリザーバ１６への油の流れのリリーフ圧、又はピスト

ン側室１４Ｂからリザーバ１６への油の流れのリリーフ

圧を制御して減衰力を調整する比例ソレノイド式リリー

フ弁５０を有してなるもの。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 油 を 収 容 す る シ リ ン ダ と 、 シ リ ン ダ に 挿 入 さ れ る ピ ス ト ン ロ ッ ド と 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に
連 設 さ れ て シ リ ン ダ の 内 部 に ロ ッ ド 側 室 と ピ ス ト ン 側 室 を 区 画 す る ピ ス ト ン と 、 油 と ガ ス
を 封 入 す る リ ザ ー バ と を 有 す る 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 に お い て 、
　 リ ザ ー バ か ら ロ ッ ド 側 室 へ の 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 圧 側 許 容 逆 止 弁 を 有 す る 圧 側 通 路
と 、
　 リ ザ ー バ か ら ピ ス ト ン 側 室 へ の 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 伸 側 許 容 逆 止 弁 を 有 す る 伸 側 通
路 と 、
　 ロ ッ ド 側 室 に 接 続 さ れ る 第 １ 通 路 と 、 ピ ス ト ン 側 室 に 接 続 さ れ る 第 ２ 通 路 と 、 第 １ 通 路
と 第 ２ 通 路 を 合 流 さ せ て リ ザ ー バ に 連 通 さ せ る 主 通 路 と 、
　 ロ ッ ド 側 室 か ら 第 １ 通 路 経 由 で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ 逆 止 弁 と 、
ピ ス ト ン 側 室 か ら 第 ２ 通 路 経 由 で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ 逆 止 弁 と 、
　 主 通 路 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ド 側 室 か ら リ ザ ー バ へ の 油 の 流 れ の リ リ ー フ 圧 、 又 は ピ ス ト ン
側 室 か ら リ ザ ー バ へ の 油 の 流 れ の リ リ ー フ 圧 を 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 す る 比 例 ソ レ ノ イ ド
式 リ リ ー フ 弁 を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ リ ン ダ の 外 面 に バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ を 設 け 、 前 記 圧 側 通 路 、 圧 側 許 容 逆 止 弁 、 第 １
通 路 、 第 ２ 通 路 、 主 通 路 、 第 １ 逆 止 弁 、 第 ２ 逆 止 弁 、 及 び 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を
該 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ に 設 け 、
　 前 記 シ リ ン ダ の 底 部 側 に 仕 切 ベ ー ス を 設 け 、 前 記 伸 側 通 路 、 及 び 伸 側 許 容 逆 止 弁 を 該 仕
切 ベ ー ス に 設 け て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ピ ス ト ン に 、 ロ ッ ド 側 室 の 一 定 以 上 の 油 圧 に よ り 開 弁 し て ロ ッ ド 側 室 の 油 を ピ ス ト
ン 側 室 へ 流 す 伸 側 リ リ ー フ 弁 を 設 け 、
　 前 記 仕 切 ベ ー ス に 、 ピ ス ト ン 側 室 の 一 定 以 上 の 油 圧 に よ り 開 弁 し て ピ ス ト ン 側 室 の 油 を
ロ ッ ド 側 室 へ 流 す 圧 側 リ リ ー フ 弁 を 設 け て な る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 減 衰 力 調 整 式 油 圧
緩 衝 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 等 の 懸 架 装 置 に 用 い ら れ る 油 圧 緩 衝 器 と し て 、 路 面 状 況 、 走 行 状 況 等 に 応 じ て 乗
心 地 、 操 縦 安 定 性 を 向 上 さ せ る た め に 減 衰 力 を 適 宜 調 整 で き る 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 油 圧 緩 衝 器 は 、 油 を 収 容 す る シ リ ン ダ と 、 シ リ ン ダ に 挿 入 さ れ る ピ ス ト ン
ロ ッ ド と 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に 連 設 さ れ て シ リ ン ダ の 内 部 に ロ ッ ド 側 室 と ピ ス ト ン 側 室 を 区
画 す る ピ ス ト ン と 、 油 と ガ ス を 封 入 す る リ ザ ー バ と を 有 す る 。 そ し て 、 こ の 油 圧 緩 衝 器 で
は 、 ロ ッ ド 側 室 に 接 続 さ れ る 第 １ 通 路 と 、 ピ ス ト ン 側 室 に 接 続 さ れ る 第 ２ 通 路 と 、 第 １ 通
路 と 第 ２ 通 路 を 合 流 さ せ て リ ザ ー バ に 連 通 さ せ る 主 通 路 と 、 ロ ッ ド 側 室 か ら 第 １ 通 路 経 由
で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ 逆 止 弁 と 、 ピ ス ト ン 側 室 か ら 第 ２ 通 路 経 由
で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ 逆 止 弁 と を 有 す る も の と し て い る 。 従 っ て
、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 伸 長 時 に は ロ ッ ド 側 室 の 油 を 第 １ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 し
、 圧 縮 時 に は ピ ス ト ン 側 室 の 油 を 第 ２ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 す も の と し 、 シ リ
ン ダ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引 き 行 程 で 別 方 向 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 油 圧 緩 衝 器 は 、 伸 長 時 に ロ ッ ド 側 室 か ら 第 １ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ
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に 流 れ る 油 と 、 圧 縮 時 に ピ ス ト ン 側 室 か ら 第 ２ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 れ る 油 を
と も に 、 主 通 路 に 設 け た 単 一 の パ イ ロ ッ ト 式 減 衰 力 調 整 弁 で 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 可 能 に
し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 9-303471
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 油 圧 緩 衝 器 で は 、 シ リ ン ダ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引 き 行 程 で 別 方 向
に し て い る か ら 、 そ の 給 排 方 向 を 押 し 引 き 行 程 で 一 方 向 に し て い る も の に 比 し 、 シ リ ン ダ
と ピ ス ト ン ロ ッ ド の サ イ ズ を 大 型 化 す る こ と な く 、 圧 縮 側 で の 受 圧 面 積 を シ リ ン ダ の 断 面
積 に ま で 拡 大 で き る し 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド 径 を 大 き く す る 必 要 が な い か ら 、 伸 長 側 で の 受 圧
面 積 も 大 き く で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 油 圧 緩 衝 器 で は 、 シ リ ン ダ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引
き 行 程 で 別 方 向 に す る こ と に 加 え 、 減 衰 力 調 整 弁 を パ イ ロ ッ ト 式 と す る も の で あ る た め 、
油 圧 管 路 の 構 成 が 複 雑 に な り 、 オ リ フ ィ ス や 逆 止 弁 等 の 構 成 部 品 が 多 く な る し 、 組 付 も 容
易 で な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 シ リ ン ダ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引 き 行 程 で 別 方 向 に し 、 単 一 の
減 衰 力 調 整 弁 を 備 え る 油 圧 緩 衝 器 に お い て 、 油 圧 管 路 の 構 成 を 簡 素 に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 油 を 収 容 す る シ リ ン ダ と 、 シ リ ン ダ に 挿 入 さ れ る ピ ス ト ン ロ ッ ド と
、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に 連 設 さ れ て シ リ ン ダ の 内 部 に ロ ッ ド 側 室 と ピ ス ト ン 側 室 を 区 画 す る ピ
ス ト ン と 、 油 と ガ ス を 封 入 す る リ ザ ー バ と を 有 す る 減 衰 力 調 整 式 油 圧 緩 衝 器 に お い て 、 リ
ザ ー バ か ら ロ ッ ド 側 室 へ の 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 圧 側 許 容 逆 止 弁 を 有 す る 圧 側 通 路 と 、
リ ザ ー バ か ら ピ ス ト ン 側 室 へ の 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 伸 側 許 容 逆 止 弁 を 有 す る 伸 側 通 路
と 、 ロ ッ ド 側 室 に 接 続 さ れ る 第 １ 通 路 と 、 ピ ス ト ン 側 室 に 接 続 さ れ る 第 ２ 通 路 と 、 第 １ 通
路 と 第 ２ 通 路 を 合 流 さ せ て リ ザ ー バ に 連 通 さ せ る 主 通 路 と 、 ロ ッ ド 側 室 か ら 第 １ 通 路 経 由
で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ 逆 止 弁 と 、 ピ ス ト ン 側 室 か ら 第 ２ 通 路 経 由
で 主 通 路 へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 ２ 逆 止 弁 と 、 主 通 路 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ド 側 室
か ら リ ザ ー バ へ の 油 の 流 れ の リ リ ー フ 圧 、 又 は ピ ス ト ン 側 室 か ら リ ザ ー バ へ の 油 の 流 れ の
リ リ ー フ 圧 を 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 す る 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を 有 し て な る よ う に
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 シ リ ン ダ の 外 面 に バ ル ブ ハ ウ ジ
ン グ を 設 け 、 前 記 圧 側 通 路 、 圧 側 許 容 逆 止 弁 、 第 １ 通 路 、 第 ２ 通 路 、 主 通 路 、 第 １ 逆 止 弁
、 第 ２ 逆 止 弁 、 及 び 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を 該 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ に 設 け 、 前 記 シ リ
ン ダ の 底 部 側 に 仕 切 ベ ー ス を 設 け 、 前 記 伸 側 通 路 、 及 び 伸 側 許 容 逆 止 弁 を 該 仕 切 ベ ー ス に
設 け て な る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ピ ス ト ン に 、 ロ ッ ド 側 室
の 一 定 以 上 の 油 圧 に よ り 開 弁 し て ロ ッ ド 側 室 の 油 を ピ ス ト ン 側 室 へ 流 す 伸 側 リ リ ー フ 弁 を
設 け 、 前 記 仕 切 ベ ー ス に 、 ピ ス ト ン 側 室 の 一 定 以 上 の 油 圧 に よ り 開 弁 し て ピ ス ト ン 側 室 の
油 を ロ ッ ド 側 室 へ 流 す 圧 側 リ リ ー フ 弁 を 設 け て な る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 請 求 項 １ ）
　 (a)ピ ス ト ン ロ ッ ド の 伸 長 時 に は ロ ッ ド 側 室 の 油 を 第 １ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に
流 し 、 圧 縮 時 に は ピ ス ト ン 側 室 の 油 を 第 ２ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 す も の と し 、
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シ リ ン ダ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引 き 行 程 で 別 方 向 に す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ と ピ
ス ト ン ロ ッ ド の サ イ ズ を 大 型 化 す る こ と な く 、 押 し 引 き 行 程 の 受 圧 面 積 を と も に 大 き く で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 (b)伸 長 時 に ロ ッ ド 側 室 か ら 第 １ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 れ る 油 と 、 圧 縮 時 に
ピ ス ト ン 側 室 か ら 第 ２ 通 路 、 主 通 路 経 由 で リ ザ ー バ に 流 れ る 油 を と も に 、 主 通 路 に 設 け た
唯 一 の 減 衰 力 調 整 弁 で 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 可 能 に す る に 際 し 、 当 該 減 衰 力 調 整 弁 と し て
、 主 通 路 の 油 圧 を 直 接 圧 力 制 御 す る 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を 用 い て お り 、 油 圧 管 路
の 構 成 を 簡 素 に し 、 構 成 部 品 も 少 な く 、 組 立 を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 請 求 項 ２ ）
　 (c)シ リ ン ダ の 外 面 に 設 け る バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ に 、 圧 側 通 路 、 圧 側 許 容 逆 止 弁 、 第 １ 通
路 、 第 ２ 通 路 、 主 通 路 、 第 １ 逆 止 弁 、 第 ２ 逆 止 弁 、 及 び 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を 設
け 、 シ リ ン ダ の 底 部 側 に 設 け る 仕 切 ベ ー ス に 、 伸 側 通 路 、 及 び 伸 側 許 容 逆 止 弁 を 設 け る こ
と に よ り 、 組 立 を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 請 求 項 ３ ）
　 (d)ピ ス ト ン に 伸 側 リ リ ー フ 弁 を 設 け 、 仕 切 ベ ー ス に 圧 側 リ リ ー フ 弁 を 設 け 、 そ れ ら の
開 弁 圧 を 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 の 破 壊 圧 力 未 満 に 設 定 し て お く こ と に よ り 、 比 例 ソ
レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 を 保 護 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 油 圧 緩 衝 器 を 示 す 全 体 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 要 部 断 面 図 、 図 ３ は 油 圧 緩 衝 器 の 油
圧 回 路 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は 圧 縮 行 程 の 流 れ を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は 伸 長 行 程 の 流 れ を 示 す
断 面 図 、 図 ６ は 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 油 を 収 容 す る シ リ ン ダ １ １ と 、 シ リ ン ダ １ １ に 挿
入 さ れ る ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ と 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ に 連 設 さ れ て シ リ ン ダ １ １ の 内 部 に
ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ と ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ を 区 画 す る ピ ス ト ン １ ３ と を 有 す る 。 ま た 、 油 圧
緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 環 状 間 隙 を 介 し て ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ を 設 け 、 ア ウ
タ チ ュ ー ブ １ ５ 内 に 油 と ガ ス を 封 入 す る リ ザ ー バ １ ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ の 上 端 部 に キ ャ ッ プ １ ７ を 被 着 し 、 キ ャ ッ プ １
７ と シ リ ン ダ １ １ の 上 端 部 と の 間 に ロ ッ ド ガ イ ド １ ８ を 挟 持 す る 。 ロ ッ ド ガ イ ド １ ８ は ロ
ッ ド 側 室 １ ４ Ａ 、 リ ザ ー バ １ ６ を 封 止 す る と と も に 、 オ イ ル シ ー ル 、 ダ ス ト シ ー ル を 備 え
て ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ を 摺 動 自 在 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 リ ザ ー バ １ ６ か ら ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ へ の 油 の 流 れ
の み を 許 容 す る 圧 側 許 容 逆 止 弁 ２ １ を 有 す る 圧 側 通 路 ２ ２ を 有 し 、 圧 縮 行 程 で 、 リ ザ ー バ
１ ６ か ら ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ へ の 油 の 供 給 を 可 能 に す る 。 ま た 、 リ ザ ー バ １ ６ か ら ピ ス ト ン
側 室 １ ４ Ｂ へ の 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 伸 側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ を 有 す る 伸 側 通 路 ２ ４ を 有 し
、 伸 長 行 程 で 、 リ ザ ー バ １ ６ か ら ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ へ の 油 の 供 給 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ に 接 続 さ れ る 第 １ 通 路 ３ １ と 、
ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ に 接 続 さ れ る 第 ２ 通 路 ３ ２ と 、 第 １ 通 路 ３ １ と 第 ２ 通 路 ３ ２ を 合 流 さ
せ て リ ザ ー バ １ ６ に 連 通 さ せ る 主 通 路 ３ ３ と を 有 す る 。 そ し て 、 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 ロ ッ
ド 側 室 １ ４ Ａ か ら 第 １ 通 路 ３ １ 経 由 で 主 通 路 ３ ３ へ 流 れ る 油 の 流 れ の み を 許 容 す る 第 １ 逆
止 弁 ４ １ と 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ か ら 第 ２ 通 路 ３ ２ 経 由 で 主 通 路 ３ ３ へ 流 れ る 油 の 流 れ の
み を 許 容 す る 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ を 有 す る も の と し 、 圧 縮 行 程 と 伸 長 行 程 の 両 行 程 で 、 シ リ ン
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ダ １ １ （ ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ ） か ら リ ザ ー バ １ ６ へ の 油 の 排 出 方 向 を
別 方 向 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 主 通 路 ３ ３ に 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ を 設 け て い る 。 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ は
、 ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ か ら リ ザ ー バ １ ６ へ の 油 の 流 れ 、 又 は ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ か ら リ ザ ー
バ １ ６ へ の 油 の 流 れ を 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 す る 。 本 実 施 例 の 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ は 、 ロ ッ
ド 側 室 １ ４ Ａ か ら リ ザ ー バ １ ６ へ の 油 の 流 れ の リ リ ー フ 圧 、 又 は ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ か ら
リ ザ ー バ １ ６ へ の 油 の 流 れ の リ リ ー フ 圧 を 制 御 し て 減 衰 力 を 調 整 す る 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ
リ ー フ 弁 に て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 油 圧 緩 衝 器 １ ０ に 圧 側 許 容 逆 止 弁 ２ １ 、 伸 側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ 、 第 １ 通 路 ３ １ 、 第
２ 通 路 ３ ２ 、 主 通 路 ３ ３ 、 第 １ 逆 止 弁 ４ １ 、 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ 、 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ を 設 け る
具 体 的 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ の 底 部 に ボ ト ム ピ ー ス
６ １ を 着 座 し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ の 下 端 内 周 空 間 内 （ リ ザ ー バ １ ６ ） で あ っ て 、 ボ ト ム
ピ ー ス ６ １ と シ リ ン ダ １ １ の 下 端 部 と の 間 に ス ペ ー サ チ ュ ー ブ ６ ２ 、 仕 切 ベ ー ス ６ ３ を 挟
持 し 、 ス ペ ー サ チ ュ ー ブ ６ ２ の 内 外 空 間 を ボ ト ム ピ ー ス ６ １ に 設 け た 連 絡 路 ６ １ Ａ に よ り
常 時 導 通 し 、 こ の ス ペ ー サ チ ュ ー ブ ６ ２ の 内 外 空 間 を 前 述 の リ ザ ー バ １ ６ の 一 部 に す る 。
尚 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ は 、 上 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ａ 、 中 間 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｂ 、 下 ア
ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ に ３ 分 さ れ て お り 、 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ は 後 述 す る バ ル ブ ハ ウ ジ
ン グ ７ ０ の 一 部 に て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 小 環 状 間 隙 を 介 し て 連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ を 設 け
る と と も に 、 シ リ ン ダ １ １ の 下 端 外 周 に セ パ レ ー タ ６ ５ を 設 け 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 、
ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ に 接 続 さ れ る 第 １ 通 路 ３ １ （ 圧 側 通 路 ２ ２ に も な る ） と ピ ス ト ン 側 室 １
４ Ｂ に 接 続 さ れ る 第 ２ 通 路 ３ ２ を 延 在 す る と と も に 、 第 １ 通 路 ３ １ と 第 ２ 通 路 ３ ２ を 分 離
す る 。 即 ち 、 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 側 に 連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ を 設 け 、 連 絡 チ
ュ ー ブ ６ ４ に 囲 ま れ る シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 第 １ 通 路 ３ １ （ 圧 側 通 路 ２ ２ ） を 形 成 し 、 セ
パ レ ー タ ６ ５ の 上 部 内 周 を 連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ の 下 部 外 周 に 嵌 合 し 、 セ パ レ ー タ ６ ５ の 下 部
内 周 を Ｏ リ ン グ ６ ６ Ａ を 介 し て シ リ ン ダ １ １ の 下 部 外 周 に 嵌 合 し 、 連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ に 囲
ま れ る シ リ ン ダ １ １ の 外 周 の 第 １ 通 路 ３ １ を セ パ レ ー タ ６ ５ の 周 方 向 複 数 位 置 （ 例 え ば ４
位 置 ） に 設 け た 第 １ 中 間 連 絡 路 ３ １ Ａ に 連 通 し 、 セ パ レ ー タ ６ ５ に 囲 ま れ る シ リ ン ダ １ １
の 外 周 の 第 ２ 通 路 ３ ２ を セ パ レ ー タ ６ ５ の 周 方 向 複 数 位 置 （ 例 え ば ４ 位 置 ） に 設 け た 第 ２
中 間 連 絡 路 ３ ２ Ａ に 連 通 す る 。 尚 、 連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ の 上 端 部 は 前 述 の ロ ッ ド ガ イ ド １ ８
の 外 周 に 嵌 合 さ れ 、 セ パ レ ー タ ６ ５ の 下 端 部 は 前 述 の 仕 切 ベ ー ス ６ ３ の 外 周 に 嵌 合 さ れ 、
連 絡 チ ュ ー ブ ６ ４ と セ パ レ ー タ ６ ５ は ロ ッ ド ガ イ ド １ ８ と 仕 切 ベ ー ス ６ ３ の 間 に 挟 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 設 け た ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ に よ り リ ザ ー バ １
６ を 形 成 す る に 際 し 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に セ パ レ ー タ ６ ５ を 設 け た こ と に よ り 、 リ ザ ー
バ １ ６ を セ パ レ ー タ ６ ５ に よ り 上 下 の リ ザ ー バ １ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ に 区 画 し 、 上 下 の リ ザ ー バ
１ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ を 後 述 す る バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ に 設 け た リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ に よ り 連
絡 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ 及 び セ パ レ ー タ ６ ５ の 外 周 に バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ を
嵌 合 す る 。 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ は 、 有 底 筒 状 の 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ を 一 体 成 形 さ れ
て 備 え 、 シ リ ン ダ １ １ と セ パ レ ー タ ６ ５ に 前 述 の 如 く に 連 結 さ れ る 仕 切 ベ ー ス ６ ３ 、 ス ペ
ー サ チ ュ ー ブ ６ ２ 、 ボ ト ム ピ ー ス ６ １ の 周 囲 に 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ を 被 せ つ つ 、 下 ア
ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ の 内 周 を シ リ ン ダ １ １ の 外 周 に 設 け た セ パ レ ー タ ６ ５ の 外 周 に Ｏ リ ン
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グ ６ ６ Ｂ 、 ６ ６ Ｃ 、 ６ ６ Ｄ を 介 し て 嵌 合 し 、 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ の 上 端 部 を 中 間 ア ウ
タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｂ の 下 端 外 周 に 嵌 合 す る と と も に 、 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ の 底 部 に 着 座
さ せ た ボ ト ム ピ ー ス ６ １ を ス ペ ー サ チ ュ ー ブ ６ ２ の 下 端 部 に 衝 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ は 、 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ を 一 体 に 備 え る 第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０
Ａ と 、 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ と か ら な り 、 圧 側 許 容 逆 止 弁 ２ １ 、 圧 側 通 路 ２ ２ 、 第 １ 通 路
３ １ 、 第 ２ 通 路 ３ ２ 、 主 通 路 ３ ３ 、 及 び 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ を 備 え る 。 圧 側 通 路 ２ ２ と 第 １
通 路 ３ １ は 一 部 互 い に 兼 用 し 合 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ （ 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ ） は 、 第 １ 通 路 ３ １ （ 圧 側 通 路 ２ ２ ）
の た め の 第 １ 中 間 連 絡 口 ３ １ Ｂ と 、 第 ２ 通 路 ３ ２ の た め の 第 ２ 中 間 連 絡 口 ３ ２ Ｂ を 、 下 ア
ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ の 内 周 に お け る セ パ レ ー タ ６ ５ へ の 嵌 合 面 に 開 口 し て 備 え る 。 バ ル ブ
ハ ウ ジ ン グ ７ ０ （ 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ ） を セ パ レ ー タ ６ ５ の 外 周 、 中 間 ア ウ タ チ ュ ー
ブ １ ５ Ｂ の 下 端 外 周 に 嵌 合 し た と き 、 セ パ レ ー タ ６ ５ が 備 え る 第 １ 通 路 ３ １ の た め の 第 １
中 間 連 絡 路 ３ １ Ａ と 第 ２ 通 路 ３ ２ の た め の 第 ２ 中 間 連 絡 路 ３ ２ Ａ の そ れ ぞ れ と 、 バ ル ブ ハ
ウ ジ ン グ ７ ０ が 備 え る 第 １ 通 路 ３ １ の た め の 第 １ 中 間 連 絡 口 ３ １ Ｂ と 第 ２ 通 路 ３ ２ の た め
の 第 ２ 中 間 連 絡 口 ３ ２ Ｂ の そ れ ぞ れ と が 、 セ パ レ ー タ ６ ５ の 外 周 と バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０
（ 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ ） の 内 周 の 少 な く と も 一 方 、 本 実 施 例 で は 双 方 の 全 周 に 連 続 し
て 凹 設 し た 第 １ 環 状 通 路 ３ １ Ｃ 、 ３ １ Ｄ と 第 ２ 環 状 通 路 ３ ２ Ｃ 、 ３ ２ Ｄ の そ れ ぞ れ に よ り
連 絡 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ （ 下 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｃ ） は 、 上 リ ザ ー バ １ ６ Ａ と の 上 接 続 口
７ １ Ａ 、 下 リ ザ ー バ １ ６ Ｂ と の 下 接 続 口 ７ １ Ｂ 、 及 び そ れ ら 上 下 の 接 続 口 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ
を つ な ぐ リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ を 備 え 、 上 下 の 接 続 口 ７ １ Ａ 、 ７ １ Ｂ を 、 下 ア ウ タ チ ュ ー
ブ １ ５ Ｃ の 内 周 に お け る セ パ レ ー タ ６ ５ へ の 嵌 合 面 に 対 す る 上 下 の 側 傍 に 開 口 し て 備 え る
。 リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ に は 主 通 路 ３ ３ が 連 通 す る 。 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ （ 下 ア ウ タ チ
ュ ー ブ １ ５ Ｃ ） を セ パ レ ー タ ６ ５ の 外 周 、 中 間 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ５ Ｂ の 下 端 外 周 に 嵌 合 し
た と き 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ が 備 え る 上 接 続 口 ７ １ Ａ を 上 リ ザ ー バ １ ６ Ａ に 直 接 的 に 開
口 し 、 下 接 続 口 ７ １ Ｂ を 下 リ ザ ー バ １ ６ Ｂ に 直 接 的 に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 減 衰 力 調 整 弁 ユ ニ ッ ト ５ ０ Ａ を バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ に 収 納 す る と
と も に 、 第 １ 逆 止 弁 ４ １ 、 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ 、 及 び 圧 側 許 容 逆 止 弁 ２ １ を 単 一 軸 上 に 小 組 し
た 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ を バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ は 、 バ ル ブ シ ャ フ ト ８ １ の 中 間 フ ラ ン ジ ８ １ Ａ の 下 側 位 置 に 第 １
バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ を ナ ッ ト ８ ３ で 取 付 け 、 中 間 フ ラ ン ジ ８ １ Ａ の 上 側 位 置 に 第 ２ バ ル ブ ボ
デ ィ ８ ４ を ナ ッ ト ８ ５ で 取 付 け る 。 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ の 両 面 に 第 １ 逆 止 弁 ４ １ と 圧 側
許 容 逆 止 弁 ２ １ を 設 け 、 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ の 片 面 に 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ を 設 け る 。 第 １ 逆
止 弁 ４ １ は 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ と 中 間 フ ラ ン ジ ８ １ Ａ の 間 に 内 周 側 を 挟 持 さ れ る デ ィ
ス ク か ら な り 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ に 設 け た 第 １ 通 路 ３ １ を 開 閉 す る 。 圧 側 許 容 逆 止 弁
２ １ は 、 ナ ッ ト ８ ３ に よ り 支 持 さ れ る バ ル ブ ス プ リ ン グ ２ １ Ａ に よ り バ ッ ク ア ッ プ さ れ る
デ ィ ス ク か ら な り 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ に 設 け た 圧 側 通 路 ２ ２ を 開 閉 す る 。 第 ２ 逆 止 弁
４ ２ は 、 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ と 中 間 フ ラ ン ジ ８ １ Ａ の 間 に 挟 持 さ れ る デ ィ ス ク か ら な り
、 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ に 設 け た 第 ２ 通 路 ３ ２ を 開 閉 す る 。 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ の 外 周
に は 、 リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ の 一 部 を 形 成 す る 環 状 凹 部 ７ ２ Ａ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ は 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に 穿 設 し た 取
付 孔 ７ ３ （ 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に お い て 、 第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ａ と の 取 付 合 面 に 開 口 す
る ） に 挿 入 さ れ 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ の 外 周 が Ｏ リ ン グ ８ ６ Ａ を 介 し て 取 付 孔 ７ ３ に 挿
着 さ れ 、 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ の 外 周 が Ｏ リ ン グ ８ ６ Ｂ を 介 し て 取 付 孔 ７ ３ に 挿 着 さ れ る
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。 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ は 、 取 付 孔 ７ ３ の 内 部 で 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ と 第 ２ バ ル ブ ボ
デ ィ ８ ４ の 間 を 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ 内 の 第 １ 通 路 ３ １ と 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ 内 の 第
２ 通 路 ３ ２ が 合 流 す る 主 通 路 合 流 部 ８ ７ と し 、 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ の 反 第 １ バ ル ブ ボ デ
ィ ８ ２ 側 空 間 を バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ （ ７ ０ Ａ 、 ７ ０ Ｂ ） 内 の 第 ２ 通 路 ３ ２ が 開 口 す る 第
２ 通 路 進 入 部 ８ ８ と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ を 挿 入 し た 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ が 第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ａ の 取 付
合 面 に 取 付 け ら れ た と き 、 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ の バ ル ブ シ ャ フ ト ８ １ 、 ナ ッ ト ８ ３ 等 は
第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ａ の 取 付 合 面 に 凹 設 し た 給 排 室 ８ ９ に 納 ま り 、 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２
の 外 周 部 が 第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ａ の 取 付 合 面 に 当 接 保 持 さ れ る 。 給 排 室 ８ ９ は 、 バ ル ブ ハ
ウ ジ ン グ ７ ０ の 第 １ 中 間 連 絡 口 ３ １ Ｂ を 介 し て シ リ ン ダ １ １ 側 の 圧 側 通 路 ２ ２ （ 第 １ 通 路
３ １ ） に 連 通 す る 。 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ は 、 シ リ ン ダ １ １ 側 の 圧 側 通 路 ２ ２ （ 第 １ 通 路
３ １ ） に 連 通 す る 給 排 室 ８ ９ と リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ と を 仕 切 る 仕 切 壁 ８ ２ Ａ を 形 成 し 、
仕 切 壁 ８ ２ Ａ 内 の 圧 側 通 路 ２ ２ を 圧 側 許 容 逆 止 弁 ２ １ に よ り 開 閉 可 能 に す る 。 ま た 、 第 １
バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ は 、 給 排 室 ８ ９ と 主 通 路 合 流 部 ８ ７ と を 仕 切 る 仕 切 壁 ８ ２ Ｂ （ Ｏ リ ン グ
８ ６ Ａ ） を 形 成 し 、 仕 切 壁 ８ ２ Ｂ 内 の 第 １ 通 路 ３ １ を 第 １ 逆 止 弁 ４ １ に よ り 開 閉 可 能 に す
る 。 第 ２ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ４ は 、 第 ２ 通 路 進 入 部 ８ ８ と 主 通 路 合 流 部 ８ ７ と を 仕 切 る 仕 切 壁
８ ４ Ａ を 形 成 し 、 仕 切 壁 ８ ４ Ａ 内 の 第 ２ 通 路 ３ ２ を 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ に よ り 開 閉 可 能 に す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 減 衰 力 調 整 弁 ユ ニ ッ ト ５ ０ Ａ は 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に 穿 設
し た バ ル ブ 室 ７ ４ （ 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に お い て 、 第 １ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ａ と の 取 付 合 面
と 反 対 側 の 面 に 開 口 し 、 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ の た め の 取 付 孔 ７ ３ に 平 行 に 隣 接 す る ） に
減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ の 弁 箱 ５ １ を 挿 入 し 、 弁 箱 ５ １ を 止 め 輪 ７ ５ で 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に
抜 け 止 め 保 持 す る 。 バ ル ブ 室 ７ ４ に 挿 入 さ れ た 弁 箱 ５ １ は 、 第 ２ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ Ｂ に 設 け
て あ る 主 通 路 ３ ３ の 中 間 部 を 横 切 る よ う に 前 後 に 分 断 し 、 前 後 に 分 断 し た 主 通 路 ３ ３ 、 ３
３ を 導 通 可 能 に す る 通 路 ５ ２ Ａ を 備 え た 弁 シ ー ト ５ ２ を 備 え る 。 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ は 、 ソ
レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ の 作 動 ロ ッ ド ５ ４ に 連 設 し て あ る 弁 体 ５ ５ を 弁 シ ー ト ５ ２ に
接 離 し て 弁 シ ー ト ５ ２ の 通 路 ５ ２ Ａ を 開 閉 し 、 ソ レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ が 通 路 ５ ２
Ａ を 開 き 、 ひ い て は 主 通 路 ３ ３ を 導 通 す る 開 弁 圧 （ リ リ ー フ 圧 ） を ソ レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ
ー タ ５ ３ の 設 定 電 流 の 変 更 に よ り 制 御 す る 。 ５ ６ は ソ レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ の た め
の カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ の 底 部 側 に 設 け た 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 、 伸 側 許 容 逆 止 弁
２ ３ 、 伸 側 通 路 ２ ４ を 備 え る 。 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 締 着 さ れ た ボ ル ト ２ ５ に よ り バ ル ブ ス プ
リ ン グ ２ ３ Ａ を 支 持 し 、 こ の バ ル ブ ス プ リ ン グ ２ ３ Ａ に よ り バ ッ ク ア ッ プ さ れ る デ ィ ス ク
状 伸 側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ に よ り 伸 側 通 路 ２ ４ を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 ピ ス ト ン １ ３ に 、 ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ の 一 定 以 上 の 油 圧 （ 減 衰 力 調 整
弁 ５ ０ の 破 壊 圧 力 未 満 の 油 圧 ） に よ り 開 弁 し て ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ の 油 を ピ ス ト ン 側 室 １ ４
Ｂ へ 流 す 伸 側 リ リ ー フ 弁 ９ １ を 設 け る 。 伸 側 リ リ ー フ 弁 ９ １ は 、 ピ ス ト ン １ ３ に 設 け た 伸
側 通 路 ９ １ Ａ を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 、 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ の 一 定 以 上 の 油 圧 （ 減 衰 力
調 整 弁 ５ ０ の 破 壊 圧 力 未 満 の 油 圧 ） に よ り 開 弁 し て ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ の 油 を ロ ッ ド 側 室
１ ４ Ａ へ 流 す 圧 側 リ リ ー フ 弁 ９ ２ を 設 け る 。 圧 側 リ リ ー フ 弁 ９ ２ は 、 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 設
け た 圧 側 通 路 ９ ２ Ａ を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ は 以 下 の 如 く に 動 作 す る 。
　 （ 圧 側 行 程 ） （ 図 ４ ）
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　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ の 圧 縮 時 に は 、 シ リ ン ダ １ １ と ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ が 相 対 的 に 圧 縮 さ れ
、 不 図 示 の 懸 架 ス プ リ ン グ が 圧 縮 さ れ る 。 ま た 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ が シ リ ン ダ １ １ に 進
入 し 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ の 油 が シ リ ン ダ １ １ の 下 端 か ら 、 シ リ ン ダ １ １ 側 の 第 ２ 通 路 ３
２ 、 セ パ レ ー タ ６ ５ の 第 ２ 中 間 連 絡 路 ３ ２ Ａ 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の 第 ２ 中 間 連 絡 口 ３
２ Ｂ 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ 内 の 第 ２ 通 路 ３ ２ を 通 り 、 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ の 第 ２ バ ル
ブ ボ デ ィ ８ ４ に 設 け て あ る 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２ を 押 し 開 い て 主 通 路 ３ ３ に 進 入 す る 。 主 通 路 ３
３ に 進 入 し た 油 は 、 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ に 設 定 さ れ て い る リ リ ー フ 圧 を こ え る こ と に よ り 減
衰 力 調 整 弁 ５ ０ を 通 過 し 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ 内 の リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ に 流 入 し 、 こ
の 間 の 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ の 設 定 リ リ ー フ 圧 の 大 小 に よ り 減 衰 力 の 大 小 を 調 整 さ れ る 。 例 え
ば 、 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ の ソ レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ に 設 定 し た 励 磁 電 流 が 高 い と き に
は 、 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ の リ リ ー フ 圧 が 高 く な っ て 発 生 減 衰 力 は 高 め に な る 。 こ の 圧 側 減 衰
力 に よ り 、 懸 架 ス プ リ ン グ の 圧 縮 速 度 が コ ン ト ロ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 油 圧 緩 衝 器 １ ０ の 圧 縮 時 に は 、 リ ザ ー バ １ ６ の 油 が バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の リ ザ ー
バ 連 絡 流 路 ７ ２ か ら 、 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ の 第 １ バ ル ブ ボ デ ィ ８ ２ に 設 け て あ る 圧 側 許
容 逆 止 弁 ２ １ を 開 い て 圧 側 通 路 ２ ２ を 通 り 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の 給 排 室 ８ ９ 、 第 １ 中
間 連 絡 口 ３ １ Ｂ 、 セ パ レ ー タ ６ ５ の 第 １ 中 間 連 絡 路 ３ １ Ａ 、 シ リ ン ダ １ １ 側 の 第 １ 通 路 ３
１ を 経 て シ リ ン ダ １ １ の 上 端 か ら ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ に 補 給 さ れ る 。 ま た 、 シ リ ン ダ １ １ へ
の ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ の 進 入 体 積 分 の 油 は 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ か ら 排 出 さ れ 、 減 衰 力 調
整 弁 ５ ０ を 前 述 の 如 く に 通 過 し て リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ に 流 入 し た 後 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ
７ ０ の 上 接 続 口 ７ １ Ａ か ら 上 リ ザ ー バ １ ６ Ａ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 伸 長 行 程 ） （ 図 ５ ）
　 油 圧 緩 衝 器 １ ０ の 伸 長 時 に は 、 シ リ ン ダ １ １ と ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ が 相 対 的 に 伸 長 し 、
不 図 示 の 懸 架 ス プ リ ン グ が 伸 び る 。 ま た 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ が シ リ ン ダ １ １ か ら 退 出 し
、 ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ の 油 が シ リ ン ダ １ １ の 上 端 か ら 、 シ リ ン ダ １ １ 側 の 第 １ 通 路 ３ １ 、 セ
パ レ ー タ ６ ５ の 第 １ 中 間 連 絡 路 ３ １ Ａ 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ の 第 １ 中 間 連 絡 口 ３ １ Ｂ 、
バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ 内 の 第 １ 通 路 ３ １ を 通 り 、 逆 止 弁 ユ ニ ッ ト ８ ０ Ａ の 第 １ バ ル ブ ボ デ
ィ ８ ２ に 設 け て あ る 第 １ 逆 止 弁 ４ １ を 押 し 開 い て 主 通 路 ３ ３ に 進 入 す る 。 主 通 路 ３ ３ に 進
入 し た 油 は 、 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ に 設 定 さ れ て い る リ リ ー フ 圧 を こ え る こ と に よ り 減 衰 力 調
整 弁 ５ ０ を 通 過 し 、 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ 内 の リ ザ ー バ 連 絡 流 路 ７ ２ に 流 入 し 、 こ の 間 の
減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ の 設 定 リ リ ー フ 圧 の 大 小 に よ り 減 衰 力 の 大 小 を 調 整 さ れ る 。 例 え ば 、 減
衰 力 調 整 弁 ５ ０ の ソ レ ノ イ ド ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ に 設 定 し た 励 磁 電 流 が 高 い と き に は 、 減
衰 力 調 整 弁 ５ ０ の リ リ ー フ 圧 が 高 く な っ て 発 生 減 衰 力 は 高 め に な る 。 こ の 伸 側 減 衰 力 に よ
り 、 懸 架 ス プ リ ン グ の 伸 長 速 度 が コ ン ト ロ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 油 圧 緩 衝 器 １ ０ の 伸 長 時 に は 、 リ ザ ー バ １ ６ の 油 が 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 設 け て あ る 伸
側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ を 開 い て 伸 側 通 路 ２ ４ を 通 り 、 ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ に 補 給 さ れ る 。 こ の
と き 、 シ リ ン ダ １ １ か ら の ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ の 退 出 体 積 分 の 油 が 、 リ ザ ー バ １ ６ か ら 伸
側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ 、 伸 側 通 路 ２ ４ を 通 っ て ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ｂ に 補 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ の 伸 長 時 に は ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ の 油 を 第 １ 通 路 ３ １ 、 主 通 路 ３
３ 経 由 で リ ザ ー バ １ ６ に 流 し 、 圧 縮 時 に は ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ａ の 油 を 第 ２ 通 路 ３ ２ 、 主 通
路 ３ ３ 経 由 で リ ザ ー バ １ ６ に 流 す も の と し 、 シ リ ン ダ １ １ に お け る 油 の 給 排 方 向 を 押 し 引
き 行 程 で 別 方 向 に す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ １ １ と ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ２ の サ イ ズ を 大 型 化
す る こ と な く 、 押 し 引 き 行 程 の 受 圧 面 積 を と も に 大 き く で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 (b)伸 長 時 に ロ ッ ド 側 室 １ ４ Ａ か ら 第 １ 通 路 ３ １ 、 主 通 路 ３ ３ 経 由 で リ ザ ー バ １ ６ に 流
れ る 油 と 、 圧 縮 時 に ピ ス ト ン 側 室 １ ４ Ａ か ら 第 ２ 通 路 ３ ２ 、 主 通 路 ３ ３ 経 由 で リ ザ ー バ １
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６ に 流 れ る 油 を と も に 、 主 通 路 ３ ３ に 設 け た 唯 一 の 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ で 制 御 し て 減 衰 力 を
調 整 可 能 に す る に 際 し 、 当 該 減 衰 力 調 整 弁 ５ ０ と し て 、 主 通 路 ３ ３ の 油 圧 を 直 接 圧 力 制 御
す る 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 ５ ０ を 用 い て お り 、 油 圧 管 路 の 構 成 を 簡 素 に し 、 構 成 部
品 も 少 な く 、 組 立 を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 (c)シ リ ン ダ １ １ の 外 面 に 設 け る バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ ７ ０ に 、 圧 側 通 路 ２ ２ 、 圧 側 許 容 逆
止 弁 ２ １ 、 第 １ 通 路 ３ １ 、 第 ２ 通 路 ３ ２ 、 主 通 路 ３ ３ 、 第 １ 逆 止 弁 ４ １ 、 第 ２ 逆 止 弁 ４ ２
、 及 び 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 ５ ０ を 設 け 、 シ リ ン ダ １ １ の 底 部 側 に 設 け る 仕 切 ベ ー
ス ６ ３ に 、 伸 側 通 路 ２ ４ 、 及 び 伸 側 許 容 逆 止 弁 ２ ３ を 設 け る こ と に よ り 、 組 立 を 容 易 に で
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 (d)ピ ス ト ン １ ３ に 伸 側 リ リ ー フ 弁 ９ １ を 設 け 、 仕 切 ベ ー ス ６ ３ に 圧 側 リ リ ー フ 弁 ９ ２
を 設 け 、 そ れ ら の 開 弁 圧 を 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 ５ ０ の 破 壊 圧 力 未 満 に 設 定 し て お
く こ と に よ り 、 比 例 ソ レ ノ イ ド 式 リ リ ー フ 弁 ５ ０ を 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 油 圧 緩 衝 器 を 示 す 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 油 圧 緩 衝 器 の 油 圧 回 路 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 圧 縮 行 程 の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 伸 長 行 程 の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 油 圧 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ ０ 　 油 圧 緩 衝 器
１ １ 　 シ リ ン ダ
１ ２ 　 ピ ス ト ン ロ ッ ド
１ ３ 　 ピ ス ト ン
１ ４ Ａ 　 ロ ッ ド 側 室
１ ４ Ｂ 　 ピ ス ト ン 側 室
１ ６ 　 リ ザ ー バ
２ １ 　 圧 側 許 容 逆 止 弁
２ ２ 　 圧 側 通 路
２ ３ 　 伸 側 許 容 逆 止 弁
２ ４ 　 伸 側 通 路
３ １ 　 第 １ 通 路
３ ２ 　 第 ２ 通 路
３ ３ 　 主 通 路
４ １ 　 第 １ 逆 止 弁
４ ２ 　 第 ２ 逆 止 弁
５ ０ 　 リ リ ー フ 弁
６ ３ 　 仕 切 ベ ー ス
７ ０ 　 バ ル ブ ハ ウ ジ ン グ
９ １ 　 伸 側 リ リ ー フ 弁
９ ２ 　 圧 側 リ リ ー フ 弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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